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狩 　 俣 　 繁 　 久
１．はじめに
　琉球方言のアクセントについては、主なものについてほぼその体系が網羅されている
が、その音声学的実態に関してはまだ不明な点が少なくない。日本語の諸方言における
アクセントやイントネーションの音声の実態は近年注目されている研究分野であるが、
本稿では琉球方言の代表ともいえる首里方言について、そのアクセントの音声学的実態
を明らかにする。
２．首里方言のアクセント
　首里方言はいわゆる語声調方言（早田 1999）であり、平板型と下降型の２つのアクセ
ント型をもつ。有核型、無核型と呼ばれることもあるが、本稿ではより広く使用されて
いる平板型、下降型の名称を使い、前者を (0)、後者を (1) で表す。東京方言では下降
の位置が弁別的であり、拍数が増えるとアクセントの型もｎ＋１（ｎ音節の語にはｎ＋
１のアクセント型がある）のように増加するが、首里方言ではアクセントの位置は決ま
っており非弁別的である。この点、同じく２型の語声調方言といわれる鹿児島方言と似
ている。異なるのは、鹿児島方言では下降型のアクセントが最後から２拍目であるのに
対し、首里方言は最初から２拍目（ただし２拍語のときは１拍目）、また鹿児島方言の平
板型は最後の拍が高いが、首里方言は通常、全部の拍が平らとされている点である。金
田一語類による１拍と２拍語名詞の対応を首里方言でみると以下のようになる。注意す
べき点として、２拍語名詞の４類、５類に属するもののうち一部（息、糸、箸、など）
で第一音節が長くなり３拍語となる事が知られている。
表１　首里方言にみる金田一語類の１拍と２拍名詞の対応
型 音節数 類 例
下降型
１ １ 血、帆２ 名、葉
２ １ 鼻、風２ 音、橋
平板型
１ ３ 木、田３ 花、耳
２ ４ 息、今日５ 桶、声
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３．話者、音響分析、音声記号
　今回、音響分析をした首里方言話者は３名である。分析に使用したデータの主なもの
は「那覇首里方言データベース」に収録されている男女の話者であるが（注２）一部、
より大きな単位のなかでのアクセントおよびイントネーションの分析に首里方言の 62 才
の男性話者の発話を改めて録音して分析した（注３）。録音にあたっては MicroTrack 
24/96 デジタルレコーダーを使用した。また、音響分析には PRAAT および杉スピーチ
アナライザーを用いた。音声表記に関しては簡易表記を使用し、平板型アクセントを
(0)、下降型アクセントを (1) と表記する。音声レベルでの下降は上野（2007）に従い”]”
で表す。なお上野では”]”と”]]”を区別し、前者を音節間の下降、後者を音節内の下
降としているが、本稿では一貫して”]”を用いている点に注意。
４．首里方言アクセントの音声学的実態
　首里方言のアクセントの音声学的実態については先行文献のなかに聴覚に基づく記述
がいくつかみられるが（「沖縄語辞典」1963、宮良 2000、西岡・仲原 2000）、以下 (1) か
ら (4) について、不一致、あるいは不明な点が存在する。また項目 (5) － (7) は近年の
日本語のアクセント研究で取り上げられたものである。
(1)	３拍以上の語の下降型では、２拍目のあとにピッチの下降があるとされるが、語頭
に特殊拍を含む音節がある場合、その下降は音節内部になるのかそれとも後か。
(2)	平板型の語の場合、語末の拍のピッチが上昇、または強く、あるいは長く発話され
ることがあるか。
(3)	平板型と下降型のピッチの始点およびピッチのピーク値は異なるのか。
(4)	｢ 沖縄語辞典」には長い語に２次的下降というカテゴリーがある。それは音声学的
にどのような実態を持つものであるのか。
(5)	下降型の語の場合、ピッチの下降はアクセントの後の拍に主に現れるのか。
(6)	単独発話でなく、語が形容詞句のなかに現れるとき、下降型、平板型のアクセント
がそれぞれどう実現されるか。
(7)	平板型におけるデクリネーションの度合い、また下降型におけるピッチの降下の度
合いはどうか。
以上である。
４.１　下降型アクセントにおけるピッチの下降の位置
　下降型のアクセントを持つ語は、２拍語の場合には第１拍だけが高く第２拍は低い。
３拍以上の下降型の語では、通常第２拍までが高く、以後の拍は終わりまで低く平らに
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続くとされる。「沖縄語辞典」（p53）では第２拍が /ʔ/ と母音音素からなる場合、および
第２モーラが /‘N/ である場合には第２拍も低くなる傾向があり、とくに第１、第２拍
がいわゆる「長母音」となる場合にはその傾向が著しいとの記述がある。例として
/taaCi/[ta]:tsi]「二つ」、/naasati/[na]:sati]「翌々月」があげられている。
　しかし無作為に調べた「首里方言データベース」の男女話者、および話者 M さん共に
その用例はほとんどなく、特殊拍を含め２拍目のあとに下降がみられた。ただし後述す
る反復型をとる副詞の２次的下降においては、通常２番目の形態素の２拍目のあとにピ
ッチの下降がみられるものの、語頭が特殊拍を含む音節の場合、女性話者の一部の語に
/ʔaNnaika]Nnai/「ああなったり、こうなったり」のように第一拍のあとにピッチの下
降が来る例がいくつかみられた。沖縄語辞典は 1963 年の刊行であり、そろそろ半世紀前
の記述になるので、発音が変わってきているのか、また個人差があるのかもしれない。
図１から４に、語頭に異なる音節構造を持つ下降型の基本周波数を CV、CVV、CVN、CVQ
の順に示す。いずれの場合にも２拍目のあとにピッチ(基本周波数)の降下がみられる。
図１　/maguraa/(1)「わからずや」の音声波形と基本周波数。縦線は２拍目と３拍目
の境界を示す。
図２　/maaru/(1)「回り」の音声波形と基本周波数。縦線は２拍目と３拍目の境界を示す。
Hosei University Repository
－ 68 －
図３　/maNguru/(1)「ころ」の音声波形と基本周波数。縦線は２拍目と３拍目の境界
を示す。
図４　/maQkuuru/(1)「まっ黒に」の音声波形と基本周波数。縦線は２拍目と３拍目の
境界を示す。
４.２　平板型の語末の拍について
　平板型のアクセントを持つ単語は「はじめ中程度のあるいはやや低い高さで始まり、
終わりまで大体同じ高さが続く」（「沖縄語辞典」p53）という聴覚に基づく記述があるが、
そのほかにも「末尾のモーラがやや上昇する場合」（「沖縄語辞典」p53-54）や、「語末が
強く発話される」（宮良 2000：249）など、語末拍に関する記述がある。そこでまず、「首
里那覇データベース」に収録されている男女二人の話者の平板型の単独発話の単語のい
くつかについて、音節構造や語長の異なる単語を選び音響分析を行った。その結果、単
独発話の語についてみると、語長や語末の拍の音韻構造の影響を受ける傾向が示された。
２拍と３拍の名詞についていえば、語末が短母音を含む CV 拍である場合はその拍のピ
ッチが高く発話される場合が多く、その場合通常、語末の音圧もあがり「強い」という
印象も与える。図５は /arabi/(0)「たたり」の音声波形、基本周波数、ならびに音圧で
あるが、これをみると最後の拍 /bi/ の基本周波数と音圧が共に上昇していることがわか
る。また基本周波数（ピッチ）の高さと音圧はしばしば相関関係にあることが知られて
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おり、高いピッチの時は基本周波数だけでなく音圧もあがる事が多い。しかし、語末が
CV 拍でも長い単語になると話者間の差がでてくる。データベースの女性話者は、長い
語でも語末の CV 拍を高める傾向にあるのに対し、データベースの男性話者、および M
さんはそうではなかった。
図５　/ʔarabi/(0)「たたり」の音声波形、基本周波数、および音圧。
　次に、語末が長母音の場合は、長母音を含む音節の基本周波数が少し下降ぎみで音圧
も音声波形ともに弱まりながら終わることが多い。図６は //ʔicimeemaaminukaa/(0)
「着たきりすずめ」の典型的な例を示す。しかし、例外的に最後の拍が高ピッチになる例
もみられた。図７に /ʔaahjaa/(0)「ちくしょう」の例を示す。ここでは最後の拍 /a/ が
高ピッチで発話されている。
図６　/ʔicimeemaaminukaa/(0)「着たきりすずめ」の音声波形、基本周波数、および
音圧。
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図７　/ʔaahjaa/(0)「ちくしょう」の音声波形および基本周波数。
　最後に、語末が撥音や、/ai/などの連続母音を含む音節や撥音を含む音声である場合は、
話者間で、また単語により異なり、一貫した規則を探すのは難しい。
　平板型の語末の拍、特に CV 拍のピッチが上昇する場合があることを報告したが、ピ
ッチの上昇のかわりに、長音化されることもいくつかの語で観察された。例えば
/ʔaaguuru/(0)「かくれんぼ」では女性話者は語末の /ru/ を高いピッチで発話している
が、男性話はこれをピッチは高くせず長音化して [ru:] と発話している。後者の場合、
音韻的に長母音で終わる語と同様の発音である。これについては話者固有の発話とみら
れ、データベースに関していえば長音化は男性話者についてだけみられた。図８と９に
/ʔaaguuru/(0)「かくれんぼ」の音声波形、基本周波数（F0）、および音圧を示す。男性話
者の発話では最初の音節/ʔaa/が最も強く次第に弱まっていくことが図８から読み取れる。
反対に女性話者の発話では語末の/ru/は長音化されておらず、また高いピッチで発話され
ている図９。この話者の場合音声波形、音圧ともに語末にかけて強まっている。ピッチの
上昇、上昇なしの長音化、いずれも語末拍にアクセントを置くものと考えられて興味深い。
図８　語末が長音化された /ʔaaguuru/「かくれんぼ」の例。音声波形、基本周波数、
および音圧。男性話者。
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図９　語末の拍が高ピッチで発話された /ʔaaguuru/｢ かくれんぼ ｣ の例。音声波形、基
本周波数、および音圧。女性話者。
４.３　平板型と下降型のピッチの始点およびピッチのピーク値
　「下降型のアクセントを持つ単語は平板型の単語よりも高く始まり」かつ「第１モーラ
は第２モーラ以下と比べてやや強く発音される」（「沖縄語辞典」p53）の２点について、
データベースの男女両話者について、音素構造の似たものの下降型と平板型を比較した。
その結果、１拍目が２拍目よりコンスタントに強いという点は確認できなかった。また、
基本周波数の始点については話者３人ともアクセント型にかかわらずおよそ一定してい
ることがわかった。しかしピッチのピークは下降型において平板型より高い。図 10 に、
男性話者による /mamami/(0) と /maNguru/(1) を示した。この話者の場合、始点はど
ちらのアクセント型も 130Hz 前後であり、下降型の場合はその後 210 ヘルツ近くまで上
昇したのち、２拍目のあとから急激に下降するが、平板型は 170 ヘルツの領域で平らに
続き、最後がこの例では少し上昇している。TOBI 表記を用いるなら、始点は東京方言
と同じく L% が適当であろう。また、東京方言では下降型 HL* のピッチピークは平板型
のそれより高いという点が報告されているが（例えば Kubozono　1993)、この点は首里
方言も同様である。本稿 4.7 章ではいくつかの単語についての平均値を出しているが、
平板型のピッチピークの平均は 91.95 セミトーン（サンプル数 62）、下降型のそれは
95.14 セミトーン（サンプル数 53）であった。
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図 10　/mamami/(0)「あずき」と /maNguru/(1)「ころ」の基本周波数の比較。
　以上をまとめると、首里方言における下降型アクセントは東京方言において２拍目に
アクセントのある語と酷似する。図 11 が東京方言の５拍語における各拍のピッチの値を
グラフ化したものであるので参考にされたい。
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図 11　東京方言における H と L トーンの基本周波数値。/soranoiro/HLLLL「空の色 ｣、
/goaisatu/LHLLL「ごあいさつ ｣、/kamibukuro/LHHLL「紙袋 ｣、および
/kogatabasu/ LHHHL「小型バス ｣(Nagano-Madsen	2002 より）。
４.４　２次的下降の実態
　「沖縄語辞典」（p54）によると、「首里方言ではすべての文節が平板型、下降型のいず
れかに属するが、(1) 一部の複合語および、種々の助詞や接尾形式のついたもの、また
(2) 平板型の語が続くとき、二次的な下降がその継ぎ目に現れることがあるとされる。
例としてあげられている語とその構造を示す。
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(1)	一部の複合語および、種々の助詞や接尾形式のついたもの
/ʔuukuba]a/(0)「奥歯」-複合語 /ʔuuku/+/haa/
/muujaba]aja/(0)「家の中央部の柱」-複合語 /muuja/+/baaja/
/tuimudusju]N/(0)「取り戻す」-複合動詞
/'jumaNta]N/(0)「読まなかった」-動詞の否定過去
/ʔwaacimise]eN/(0)「お歩きになる」-接頭語＋接頭語
/kagusimama]di/(1)「鹿児島まで」-名詞＋助詞 
(2)	平板型の語が続くとき
/taruu/(0)+/sjumuCi/(0)=/taruu]sumuCi/(0)「太郎の本」
/nuu]sigutu](0)「何の仕事」
/'ii]kaNgee/(0)「いい考え」
　後者のような場合、「沖縄語辞典」では一部に下降型 (1) との記入があるが、これは「二
次的下降をもつ平板型」とみなす、との記載がある（p55）。しかし音声学的には、これ
も下降型アクセントと実態が同じものと、そうでないものとに分かれるようである。後
述するが前者の場合はピッチの急激な下降があるが、後者の場合その下降の度合いは少
ない。上記 (1)(2) の例の他にも、特に反復型をもつ副詞において２次的下降の表記のあ
るものが多い。
４. ４. １　下降型アクセントとしての実態をもつもの
４. ４. １. １　複合名詞
　複合名詞は通常、最初の単語のアクセント型を取ることが知られているが（「沖縄語辞
典」1963、宮良 2000）、例外も多いようである。例えば複合語である /ʔuukubaa/「奥歯」
は「奥」/ʔuuku/ も /haa/「歯」も共に平板型であるが、複合語になると「歯」が下降
型となり、平板型に下降型が続く形容詞句などと同じパターンになる（4.6 章参照）。「奥
歯」の場合は「歯」/haa/ の連濁形である /baa/ が２拍名詞なので、/ba/ のあとにピッ
チの下降がある（図 12 参照）。図における矢印は二つの語の境界を示す。また
/muujabaa]ja/「母屋の柱」は /muuja/(0)「母屋」＋ /baaja/(0)｢ 柱」からなると思
われるが、/baaja/ が下降型になっている（図 13 参照）。
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図 12　/ʔuukubaa/｢ 奥歯」の音声波形および基本周波数。矢印は語の境界を示す。
図 13　/muujabaa]ja/｢ 家の中央部の柱」の基本周波数。矢印は語の境界を示す。
４. ４. １. ２　/juN/ 形をもつ動詞
　動詞が以下のように/juN/(0)で終わるときは/ju/の後にピッチの下降がみられ、それ
は通常の下降型と同じタイプの下降である。図13に/kuimudu=sju]N/(0)「[文]くりも
どす。また、くりかえす｡」の基本周波数を示す。
図14　/kuimudu=sju]N/(0)「[文]くりもどす。また、くりかえす。」の音声波形およ
び基本周波数。
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４. ４. １. ３　形容詞句
　/'ii]muN/(0)「いい物」/jana]muN/(0)「悪いもの」のような形容詞句では、/'ii/
/jana/ のあとにピッチの下降が見られる。図 15 は /jana]muN/(0) と /juN/ を持つ
/'iinoo=juN/(1)「居直る」の基本周波数を比較したものであるがいずれも２拍目のあと
にピッチの下降があり、下降の種類が同一であることが見て取れる。
図 15　/jana]muN/(0) （＋）と /iinoo=juN/(1)（点線）の基本周波数。
４. ４. １. ４　反復形をとる副詞
　副詞においても /googoo/(0)「穴があいている」、/googoo/(1)「ごうごう。海の音」
のように平板型と下降型アクセントの区別がみられる。しかし、琉球方言の副詞はしば
しば名詞や動詞と異なった音調を持つこともしられており（ローレンス 2005）、首里方
言でもそれらの多くが二次的下降として記述されている。特に以下のような反復型をも
つ副詞においては、２番目の形態素の２拍目のあとに下降型アクセントと同じピッチの
下降が見られる。図 16 に /ʔamagasagasakuma]gasagasa/「あちこちでちょこちょこ
仕事をするさま」の基本周波数を示す。/kuma]gasagasa/ において、ピッチが少し上
昇する句立てがあり、この語が平板型に下降型のアクセントが続く場合と同じピッチ型
を持つことがわかる。
例
/ʔamasaaikuma]saai/「珍しがって方々をなで回すさま」
/ʔamagasagasakuma]gasagasa/「あちこちでちょこちょこ仕事をするさま」
/ʔaacirahjaa]cira/「ぺちゃくちゃ」
/ʔacijaahuu]jaa/「暑くて、ふうふういうさま」
/ʔatunaisaci]nai/「あとになったり先になったり」
/taQtikaimuQ]tikai/「くっつきあうさま」
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図 16　/amagasagasakuma]gasagasa/「あちこちでちょこちょこ仕事をするさま」
４. ４. ２　ピッチの下降の度合が少ないもの
　２次的下降と呼ばれるものの大部分は下降型アクセント (1) と同じ音声学的実態を持
つものである事が解った。しかし 4.4.1 の例と異なり、平板型の語が続くとき後続の語が
低いピッチ領域で平板型として発話されるときに生ずる下降がある。この下降はピッチ
の下降度が緩やかである。例えば /ʔacaa	 juru/(0)「あしたの夜」は /ʔacaa/(0)+/
juru/(0) とで成り立っている。図 17、18、19 に「あした」、「夜」「あしたの夜」の基本
周波数を示す。「あしたの夜」と名詞句になった場合にも二つの句だてがあり、２番目の
語が低いピッチ領域で平板型アクセントとして発話されている。
図 17　/ʔacaa/(0)「あした」の音声波形および基本周波数。
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図 18　/'juru/(0)「夜」の音声波形および基本周波数。
図 19　/ʔacaa	 'juru/(0)「あしたの夜」の音声波形および基本周波数。矢印は語の境界
を示す。
４. ５　下降型の語でアクセントに続く Lが長くなるとき
　日本語（東京方言）のアクセントの音響的特長として、アクセントのある拍のあとに
急激なピッチの下降があることが知られている。杉藤（1997[1969]）は２拍から５拍ま
での単独発話語について音響分析を行い、聴覚的な高低の判断に対応する音響的特長は
各拍のピッチの絶対値ではなく、アクセントに続く拍におけるピッチの下降であると報
告している。しかし、この「アクセントに続く急激なピッチの下降」が常に存在するか
どうかについては Kubozono（1993:73）は疑問視しており、東京方言と高知方言に関す
る Nagano-Madsen（2003）の報告ではアクセントのあとの L トーンの数が増えるに従
ってその基本周波数値があがる事が報告されている。同様の特徴が今回の首里方言でも
観察され、首里方言の下降型アクセントは東京や高知方言と同じ生成の特徴を持つと推
察できる。図 19 に東京方言の、図 20 に首里方言の基本周波数を示す。それぞれアクセ
ントのあとに続く L トーンの数が増加するに従って、アクセントに後続する最初の L ト
ーンのピッチの値が高くなり、アクセント後の下降が１つの拍ではなく、いくつかにわ
たる拍に担われていることがわかる。ちなみにBeckman	and	Pierrehumbert（1986:256）
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による日本語のイントネーション分析ではアクセントに続く L をアクセントの直後の拍
に接続しない立場をとっている。
図 20　/anata/LHL「あなた」、/kudamono/LHLL「果物」、および /goaisatu/LHLLL
「ごあいさつ」の基本周波数。アクセントの後の最初の L トーンの位置が黒丸で
表示されている。（Nagano-Madsen	2003 より）
図 21　首里方言にみる、/ʔakai/LHL「障子」、/ʔakaʔiru/LHLL「赤い色」、
/ʔagaihana/LHLLL「のぼってくる朝日」の基本周波数と最初の L の位置。
４. ６　形容詞句におけるアクセントの実態
　これまでは主に単独発話におけるアクセント型の実態をみてきたが、ここでは先行ア
クセントの影響について調べるため、異なるアクセント型の組み合わせによる形容詞句
の発話を用いてその音声の実態を調べた。話者は M さんである。
例文
(1)	/magisaru/(0)+/maami/(0)「大きい豆」
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(2)	/magisaru/(0)+/maai/(1)「大きい回り」
(3)	/marusaru/(1)+/maami/(0)「丸い豆」
(4)	/marusaru/(1)+/maai/(1)「丸い回り」
図 22　/marusaru+maami/(1+0)（点線）と /magisaru+maami/(0+0)（実線）の基本
周波数。
図 23　/magisaru+maai/(0+1)（実線）と /marusaru+maai/(1+1)（点線）の基本周波数。
　まず平板型の形容詞で始まる句をみてみると、後に平板型の名詞が続く /magisaru+
maami/(0+0) においては、/magisaru/ のあとにピッチのゆるやかな下降がありその後
低いピッチレベルで後続の /maami/ が新しい句立てとともに発話されている。反面、
下降型の名詞が続く /magisaru+maai/(0+1) においては、平板型の /magisaru/ のあと
句立てがなく下降型の /maai/ がそのまま続き、/maa/ のあとにピッチの下降がみられ
る。下降型の形容詞の場合は、平板型の名詞が続く時は /marusaru+maami/(1+0) にみ
るように。/maru/ のあとに形容詞のアクセント下降があり、その後平板型の名詞が低
いピッチ領域で続く。この例では平板型名詞の句立てはみられない。下降型の形容詞に
下降型の名詞が続く場合は /marusaru+maai/(1+1) にみるように、後続の下降型名詞に
はアクセントの下降がみられない。形容詞が平板型である場合、アクセントブーストは
おこらず第一語のピッチ値は同じである（82 セミトーン）。しかしあとに下降型の語が
付くときは、アクセントブーストが起きている（84 対 86 セミトーン）。
　Ishihara（2004）は鹿児島方言における A 型アクセント語が、標準語の下降アクセン
トと同じような音声的実現を持つ事とダウンステップを起こすという事を報告している。
ダウンステップは先行の語が下降型である場合のみ２番目の語のピッチピークが低くな
るとされるが、それは下降型アクセントが HL であるためである。しかし首里方言では
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平板型の語が続くときも、後続の語が低いピッチ領域で発話される点において東京方言
や鹿児島方言と異なる。また首里方言はアクセントのでこぼこを嫌い、下降型の語が続
くとき、２番目の語はほとんど消滅に近い。準アクセント、形容詞句などにおいて２番
目のアクセントがどう実現されるかについては議論もあるが、低いピッチレベルで実現
されるというのが一般的であるので、首里方言は例外的であるかもしれない。しかし、
今回は一人の被験者について調べただけであるので、この点についてはさらなる調査が
必要である
４. ７　デクリネーションおよびアクセント下降の定量化
　表２に平板型におけるデクリネーションの度合い、下降型におけるピッチの下降の度
合い、２次的下降をもつもののピッチの下降の度合い、および基本周波数の最高値の平
均値、およびサンプル数を示した。音響分析に使用された語に関する詳細は本稿末尾の「資
料」を参照のこと。平板型の語のデクリネーションの度合いや下降型アクセントのピッ
チの下降の度合いは方言間で必ずしも同じではない可能性がある。この点について、ま
だ各方言間のインフォメーションは少なく、今後の研究に待つところが多い。
表２　平板型におけるデクリネーション、下降型におけるピッチ下降、および２次的下
降をもつもののピッチ下降の度合い、基本周波数の最高値の平均値、およびサン
プル数
平均値
（セミトーン）
SD 基本周波数最高値 サンプル数
平板型
（デクリネーション）
2.46 1.49 91.95 55
下降型 15.09 3.93 95.14 53
２次的下降 13.67 4.14 95.70 34
５．最後に
　本稿では首里方言のアクセント型がどのような音声的実現をもつかについて、７つの
項目について調べた。方言間で具体的な音声の実現に差異がある可能性があり、それが
その方言らしさに関与しているのであろう。純粋な首里話者は減少しつつあるが、「首里
方言データベース」の存在は心強い。本稿にまとめた音声の特徴は限られた数の話者に
よるものではあるが、話者はいずれも典型的な首里方言話者として選ばれた方達である
ことを明記したい。
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資　　料
　平板型（0）、下降型（1）および２次的下降（2）をもつ語のピッチの最小値および最
大値（セミトーンによる）。話者１＝首里方言データベース男性話者、話者２＝首里方言
データベース女性話者、話者３＝宮城氏。なお（	）内の値は語末の拍が高くなるなど例
外的な発話であったため、表２の値には含まれていない。
Nr. 単　　　　　語 意　　　　　味
ア
ク
セ
ン
ト
話
　
　
　
者
ピッチの
最 小 値
ピッチの
最 高 値
ピッチの差
最高値－
最小値
1 ʔaahjaa 短気を起こした時などに発する声 0 1 75.54 86.56 (11.02)
2 ʔaahjaa 短気を起こした時などに発する声 0 2 91.69 95.91 4.22
3 ʔaaki 裂け目 0 1 76.08 79.71 3.63
4 ʔaaki 裂け目 0 2 92.43 92.7 0.27
5 ʔaasimuN 袷 0 1 78.01 81.51 3.5
6 ʔaasimuN 袷 0 2 93 94.16 1.16
7 ʔaasikagaN 合わせ鏡 0 1 78.17 82.31 4.14
8 ʔaasikagaN 合わせ鏡 0 2 92.99 93.88 0.89
9 ʔaca（a） 明日 0 1 77.8 81.44 3.64
10 ʔaca（a） 明日 0 2 94.23 97.44 3.21
11 ʔaee ありあわせ 0 1 91.02 94.63 3.61
12 ʔaee ありあわせ 0 2 93.3 94.61 1.31
13 ʔaiju ありか 0 1 79.15 83.01 3.86
14 ʔaiju ありか 0 2 94.86 94.93 0.07
15 ʔainuiguruma 相乗り車 0 1 79.56 82.32 2.76
16 ʔainuiguruma 相乗り車 0 2 91.58 95.62 4.04
17 ʔakamaamii あずき 0 1 79.65 87.13 7.48
18 ʔakamaamii あずき 0 2 93.3 96.81 3.51
19 ʔakamaamiiʔubuN あずき入りの赤飯 0 1 79.17 82.69 3.52
20 ʔakamaamiiʔubuN あずき入りの赤飯 0 2 92.96 96.22 3.26
21 ʔamaimuN 余り物 0 1 84.82 87.41 2.59
22 ʔamaimuN 余り物 0 2 94.14 96.42 2.28
23 ʔaNmaa おかあさん 0 1 82.11 85.89 3.78
24 ʔaNmaa おかあさん 0 2 94.18 96.27 2.09
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25 gumukunarabiee 五目ならべ 0 1 84.4 88.62 4.22
26 gumukunarabiee 五目ならべ 0 2 93.64 97.57 3.93
27 haaja 柱 0 1 85.42 87.22 1.8
28 haaja 柱 0 2 93.5 95.31 1.81
29 icimeemaaminukaa 着たきりすずめ 0 1 85.33 91.03 5.7
30 ʔiiku 植物名。もっこく。 0 1 81.9 86.18 4.28
31 ʔinduumaami えんどう豆 0 1 84.76 88.98 4.22
32 ʔuQtu’unai 妹（兄からみた呼び名） 0 1 87.22 88.5 1.28
33 ʔuQtu’unai 妹（兄からみた呼び名） 0 2 95.69 97.04 1.35
34 maahwanacaawiizi 背泳ぎ 0 1 88.19 90.87 2.68
35 maai 手まり 0 1 89.34 89.69 0.35
36 maai 手まり 0 2 96.98 97.16 0.18
37 maaminachanpuruu もやしの油いため 0 1 85.05 89.82 4.77
38 maaru 回り 0 2 97.53 97.72 0.19
39 mamami あずき 0 1 89.26 89.46 0.2
40 mamami あずき 0 2 97.84 98.77 0.93
41 mamui 守り 0 1 87.81 87.82 0.01
42 mamui 守り 0 2 97.03 97.73 0.7
43 mazirimuN 混ぜもの 0 1 87.24 87.9 0.66
44 mee 前 0 1 88.99 91.14 2.15
45 mee 前 0 2 96.53 98.23 1.7
46 meegaNtaa 前髪が伸びて乱れたもの 0 1 84.96 88.68 3.72
47 meegantu 前髪 0 2 86.13 91.01 4.88
48 meekatakasiraa 律儀者 0 11 88.17 90.9 2.73
49 meekatakasiraa 律儀者 0 2 95.4 98.77 3.37
50 namamiZi なま水 0 3 79.82 83.1 3.28
51 ʔaaguuru かくれんぼ 0 1 76.29 83.95 7.66
52 ʔaaguuru かくれんぼ 0 2 90.21 105.98 (15.77)
53 ʔaashikagaN 合わせ鏡 0 2 91.43 104.03 (12.6)
54 ʔainui 人力車の相乗り 0 1 91.58 103.07 (11.49)
55 ʔainuii 人力車の相乗り 0 2 91.95 100.76 (8.81)
56 maziwai1 交わり 0 1 87.18 89.6 2.42
57 maziwai1 交わり 0 2 96.16 97.67 1.51
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58 meekatakasira 髪型の一種 0 1 88.18 90.44 2.26
59 meekatakasira 髪型の一種 0 2 95.82 97.69 1.87
60 meeʔuubii 帯を前で結ぶこと 0 1 86.5 89.99 3.49
61 meeʔuubii 帯を前で結ぶこと 0 2 95.8 97.56 1.76
62 ʔaabaasaabaa ぺちゃくちゃ 1 2 81.74 96.45 14.71
63 ʔaabaasaabaa ぺちゃくちゃ 1 1 76.28 83.58 7.3
64 ʔaabaasaabaa（adj） 除去 1 1 81.74 96.45 14.71
65 ʔaatanajuN 除去 1 1 73.48 83.96 10.48
66 ʔagaihana 上ってくる朝日 1 1 74.31 85.54 11.23
67 ʔagaihana 上ってくる朝日 1 2 83.86 97.62 13.76
68 ʔakai 障子 1 2 86.52 101.07 14.55
69 ʔakaʔiru 赤い色 1 2 86.93 107.41 20.48
70 ʔakisamijoo あれえっ（感） 1 1 75.5 87.94 12.44
71 ʔkisamijoo あれえっ（感） 1 2 84.87 97.45 12.58
72 ʔamagasagasakuma]gasagasa あちこちでちょこちょこ仕事をするさま(副) 1 1 78.15 92.64 14.49
73 ʔamagasagasakuma]gasagasa あちこちでちょこちょこ仕事をするさま(副) 1 2 87.73 99.49 11.76
74 ʔamami 甘味 1 1 75.2 91.24 16.04
75 ʔamami 甘味 1 2 87.28 98.34 11.06
76 ʔamamuN 甘いもの 1 2 83.75 99.56 15.81
77 ʔamasaaikumasaai 珍しがってほうぼうを撫で回すさま（副） 1 1 74.79 86.14 11.35
78 ʔamasaaikumasaai 珍しがってほうぼうを撫で回すさま（副） 1 2 82.79 102.31 19.52
79 ʔami 網 1 1 91.35 102.57 11.22
80 ʔami 網 1 2 91.5 102.68 11.18
81 ʔamikukudooN 雨を含んでいる雲の状態 1 1 77.08 91.57 14.49
82 ʔamikukudooN 雨を含んでいる雲の状態 1 2 89.17 101.4 12.23
83 ʔaminuʔagajun 雨があがる 1 1 72.44 87.72 15.28
84 ʔaminuʔagajun 雨があがる 1 1 77.86 88.7 10.84
85 ʔaNcoo 重曹 1 1 73.42 89.8 16.38
86 ʔaNcoo 重曹 1 2 85.33 98.81 13.48
87 ʔaNnaikaNnai ああなったりこうなったり（副） 1 1 73.99 87.4 13.41
88 ʔaNnaikaNnai ああなったりこうなったり（副） 1 2 83.9 101.71 17.81
89 ʔraʔara 大体 1 1 72.74 89.07 16.33
90 ʔaraʔara 大体 1 2 88.32 98.22 9.9
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91 ʔaranami 荒波 1 1 79.9 90.09 10.19
92 ʔaranami 荒波 1 2 86.45 102.5 16.05
93 hazibaaja 家の周囲などにある柱 1 1 79.12 94.16 15.04
94 hazibaaja 家の周囲などにある柱 1 2 82.11 99.96 17.85
95 hwiQcaki=juN（kakou） ちょっと腰かける（動） 1 1 81.25 94.46 13.21
96 ’iidaki 座高 1 1 68.85 92.94 24.09
97 iisagi=juN こきおろす 1 1 74.79 93.23 18.44
98 iisagi=juN こきおろす 1 2 86.24 100.06 13.82
99 iNzooziN 結納金 1 1 73.79 89.68 15.89
100 maaru 回り 1 3 80.47 90.84 10.37
101 maaru 回り 1 1 81.04 90.83 9.79
102 maguraa わからずや 1 1 68.16 88.53 20.37
103 mamami あずき 1 1 85.74 99.1 13.36
104 maNguru ころ。おおよその時をしめす。 1 1 72.19 92.12 19.93
105 maNguru ころ。おおよその時をしめす。 1 2 83.93 99.33 15.4
106 maQciZi 頂上 1 1 78.56 98.77 20.21
107 maQciZi 頂上 1 2 83.28 98.83 15.55
108 maQkuuru 真っ黒に（副詞） 1 1 79.83 92.55 12.72
109 maQkuuru 真っ黒に（副詞） 1 2 79.78 102.5 22.72
110 meegajun 状態がよくなっているさま 1 1 72.9 92.71 19.81
111 meegajun 状態がよくなっているさま 1 2 83.04 100.99 17.95
112 ʔumikaki=juN お目にかける 1 1 75.45 94.93 19.48
113 ʔumikaki=juN お目にかける 1 2 83.44 100.33 16.89
114 uminaaku1 安心したさま（副） 1 1 70.51 96.66 26.15
115 arumu]NneeNmuN あるもの無いもの 2 1 84.49 92.06 7.57
116 arumu]NneeNmuN あるもの無いもの 2 2 93.44 98.39 (4.95)
117 Cincii]danari 着物の着こなし 2 1 74.6 91.09 16.49
118 Cincii]danari 着物の着こなし 2 2 86.22 100.69 14.47
119 CiNkuniN]zu 綱引きの時に鉦太鼓をたたく一団 2 1 70.97 92.17 21.2
120 CiNkuniN]zu 綱引きの時に鉦太鼓をたたく一団 2 2 88.73 102.93 14.2
121 hwiQpaika]apai 引きつったさま（副） 2 1 67.74 90.34 22.6
122 ii]muN いい物 2 1 75.33 92.76 17.43
123 ii]muN いい物 2 2 84.89 101.23 16.34
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124 iikeera-sju]N 容器内のものをあける 2 1 92.96 102.83 9.87
125 iikeeri=ju]N こぼれる 2 2 88.74 99.51 10.77
126 Iikuba]aja もっこくの柱 2 1 81.09 88.93 7.84
127 Iikuba]aja もっこくの柱 2 2 86.97 99.85 12.88
128 ʔizirimu]N しっかり者 2 1 72.47 89.34 16.87
129 ʔizirimu]N しっかり者 2 2 90.22 97.91 7.69
130 Jana]muN 悪い物 2 1 83.36 99.28 15.92
131 Jana]muN 悪い物 2 2 84.38 99.29 14.91
132 kaZinaraNmu]N 数えるに足らない者 2 1 72.89 89.61 16.72
133 kaZinaraNmu]N 数えるに足らない者 2 2 83.91 99.61 15.7
134 keehacicu]uN 来てしまう（自動詞） 2 1 77.05 90.08 13.03
135 keehacicu]uN 来てしまう（自動詞） 2 2 87.96 101.7 13.74
136 keekoo=ju]N 買ってしまう（他動詞） 2 1 80.9 95.24 14.34
137 keekoo=ju]N 買ってしまう（他動詞） 2 2 87.27 99.64 12.37
138 keerasikuru]basi ひっくりかえしたりころがしたり（副詞） 2 1 81 89.46 8.46
139 keerasikuru]basi ひっくりかえしたりころがしたり（副詞） 2 2 88.55 102.34 13.79
140 kuimudusu]N またくりかえす（他動詞） 2 1 69.27 89.26 19.99
141 kuimudusu]N またくりかえす（他動詞） 2 2 84.59 100.18 15.59
142 Muujabaa]ja 家のなかにある柱 2 1 82.59 91.51 8.92
143 tuijaN=zu]N しくじる（他動詞） 2 1 74.36 90.93 16.57
144 tuijaN=zu]N しくじる（他動詞） 2 2 82.89 99.18 16.29
145 tuisiCi]bi 四季おりおりの祝祭日 2 1 71.7 88.68 16.98
146 tuisiCi]bi 四季おりおりの祝祭日 2 2 86.8 97.5 10.7
147 ʔuceeimiSe]eN おいであそばす 2 1 80.59 91.93 11.34
148 ʔuceeimiSe]eN おいであそばす 2 2 90.31 98.64 8.33
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